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Abstract Two karyotypes and the number of their constituting chromosomes are examined in this 
paper for two Wagimo species (Lycaenidae, Lycaeninae, Theclini): W. signatus (Butler, 1881) from 
Japan and W. abei Koiwaya, 2002 from Myanmar. The diploid chromosome number is basically 
2n, 42 in these two species, but that of the former varies from 2n, 42 to 44. A reduction in the basic 
number of chromosomes from 2n, 48 (the modal number in Lycaenidae) may partly be explained 
by fusion of chromosomes because four large chromosomes are observed in both species. 
Specimens of W. signatus with 2n, 44 have been found mainly in the Quercus serrata forests in 
Aomori Prefecture in Japan. An increase in the chromosome number from the basic 2n, 42 is 
considered to have occurred as the result of a breakage in two of the four large chromosomes. 
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は じ め に 


属 Zephyrus Dalman, 1816 は 属 Thecla Fabricius, 1807 の 客観 的 同 物 異名 と し て 廃棄 され る が , TORS 
ゼ フ ィ ル ス と いう 呼び 名 は 日 本 の 多く の 渦 類 研究 者 の 間 で 使わ れ , 親しま れ て いる . ウ ラミ スジ シ ジ 
3 属 Wagimo Sibatani & Ito, 1942 も 通称 ゼ フ ィ ル ス と 呼ば れる 一 群 に 含め られ る . 


ウラ ミス ジ シ ジミ 属 に は 現在 , W. sulgeri (Oberthür, 1908), W. asanoi Koiwaya, 1999, W. insularis Shir6Zu, 
1957, W. tateishii Koiwaya, 2002 と 本 報告 で 扱う ウラ ミス ジ シ ジミ W. signatus (Butler, 1881) 及び アベ 
ウラ ミス ジン シジミ W. abei Koiwaya, 2002 の 6 種 が 知ら れ て いる (藤岡 , 1994: 小岩 屋 , 1999, 2002a, b). 
この 属 の 染色 体 の 知見 は ウラ ミス ジ シ ジミ 1 種 だ け に あり , 斉藤 ほか (1952) に よる ヵ , 21, 室 谷 ・ 阿 部 
(1962) に よる 長野 県 産 , ヵ 21, 青森 県 産 ヵ 21 bn, 22 が 報告 きれ て いる . また , ウラ ミス ジ シ ジミ に は 
シグ ナー トッ スタ 型 (£ signatus) と ケル シボ ルス 型 (£. quercivorus) の 形態 的 な 2 型 が 知ら れ て お り , 青 
森 県 に は 両 型 が 生息 する . 


筆者 等 の 一 人 阿部 は , 本 種 に お ける 形態 的 2 型 と , 核 型 に お ける 2 型 の 間 に 関連 が ある か どう か , HH 
の 2 型 ヵ 21 と ヵ 22 の 間 に は どの よう な 関係 が ある か に つい て 調査 を 続け て 来 た . ウ ラミ スジ シジミ 
で は 成虫 の 精巣 を 使っ て 柴 色 体 観察 が で きる の で , 成虫 斑紋 の 変化 と 柴 色 体 の 2 型 に つい て は 容易 
に 調べ られ る が , その 結果 , 形態 的 2 型 と 核 型 に お ける 2 型 に は 関連 性 が な いこ と が わか っ た (RE 
K). また , ヵ 21 と ヵ 22 の 核 型 の 違い は , REKOME (n, 22—>n, 21) また は 切断 (n, 21… ヵ 22) に よ 
り 生 じ た ら し いこ と が 推測 きれ た . 


と ころ で , 1960 年 代 , 1970 年 代 は , 青森 県 津軽 地方 の コナ ラ 林 に ウラ ミス ジ シ ジミ が 多 産 する こと か 
Ò, コナ ラ 林 の 材料 を 使用 し て いた . 1980 年 代 に 入っ て コナ ラ 林 の ウラ ミス ジ シ ジミ の 減少 が 始ま っ 
た た め . 海岸 に 多く 見 られ る カシ ワ 林 の 材料 を 使う よう に な っ た . この 頃 か ら 気 乾 法 も 取り 入れ て い 
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る が , 以前 観察 きれ た よう な ヵ 22 の 柴 色 体 を も つ 個 体 は 見 られ な か っ た . これ は , 青森 県 津軽 地方 の 
コナ ラ 林 に 生息 する ウラ ミス ジ シ ジミ 個体 群 が 特殊 で あっ た 可能 性 を 示唆 し て いる . 


気 乾 法 及び 今回 の 報告 で 用 いた クロ ー ジ ア (Crozier) 法 は 観察 に 手間 が か か り , 個人 で 大 量 に 材料 を 
扱う に は 無理 が あっ た . そこ で 筆者 等 三 人 で 共同 し て , 多数 の 個体 を 調査 する こと と な っ た . その 結 
果 , 青森 県 東南 部 三沢 市 に て , か つて の 津軽 地方 の コナ ラ 林 の よう な ウラ ミス ジ シ ジミ の 多 産 地 を 発 
見 する こと が で き , 調査 し た と ころ , n, 22 の 核 型 を 持つ 個体 群 を 再度 確認 で きた . また 筆者 等 の 一 人 
阿部 は , 2002 年 に ミャンマー の 調査 に 同行 する こと が で き , アベ ウラ ミス ジ シ ジミ の 発見 と その 染色 





体調 査 が で きた . 


本 報告 で は , 染色 体 核 弄 か ら 見 た ウラ ミス ジ シ ジミ 属 2 種 に つい て 調査 結果 を 報告 し, 核 型 の 2 型 に 
つい て 考察 を 試み る . な お , ここ に 示し た デー タ は クロ ー ジ ア 法 で の 調査 結果 に 基づく の で , 同 法 を 
使用 し た 1986 年 以降 の も の だ け で ある が , 手元 に は , 気 乾 法 . パラ フィ ン 切 片 法 な ど 他 の 方 法 に よる 
デー タ も 多数 あり , いずれ も 本 報告 と ほぼ 一 致す る . 


Table 1. The chromosome number of Wagimo signatus in Aomori Pref. 











No. of 





Year Location Food plant individuals (stage) 
1986 Takada, Aomori-Shi Q. dentata 4 (adult) 
Nagatai Ajigasawa-T. Q. dentata 3 3 (adult) 
Hyakuzaw Mt Iwaki Q. serrata 3 3 (adult) 
1 〒 キ (pupa) 
2 (adult) 
7 (Dupa) 
1988 Hyakuzawa, Mt Iwaki Q. serrata 3 3 (pupa) 
3 (pupa) 
Takayamainari, Q. dentata 9 7 (adult) 
Shariki-V. 1 3 (adult) 
1989 Hyakuzawa, Mt Iwaki Q. serrata 5 & (pupa) 
1990 Hyakuzawa, Mt Iwaki Q. mongolica 5 4 (pupa) 
Ajigasawa-T. Q. dentata 7 (adult) 
1991 Ajigasawa-T. Q. dentata 5 7 (adult) 
1 7 (adult) 
1 7 (adult) 
1993 Ajigasawa-T. Q. dentata 1 2 (adult) 
1997 Ajigasawa-T. Q. dentata 1 (adult) 
1 2 (adult) 
1998 Dake, Mt Iwaki Q. mongolica 62% (adult) 
Moriyama, Iwasaki-V. Q. dentata 11 ¢ (adult) 
2002 Ajigasawa-T. Q. dentata 1 (adult) 
Tsubaigawa, Q. mongolica 1 (adult) 
Iwasaki-T. 
2003 Misawa-Shi Q. serrata 4 (pupa) 
1 ï (pupa) 
1 (pupa) 
Total 86 S27 


No. of chromosomes 
(no. of cells observed)* 


42G (16), 21M1 (113), M2 (6) 
42G (4), 21M1 (49), M2 (1) 
21M1 (6) 

44 (3) 

43G (6), 21M1 (24), M2 (10) 
A22 M2 (10) 

21M1 (more than 100) 


44G (21), 22M1 (136), M2 (83) 

43G (8), 21M1 (83), M2 (46) 

A 22——_M2? (16) 

42G, 21M1 (more than 100), M2 (16) 








**44G (2), 22M1 (1), M2 (1) 


42G (23), 21M1 (23), M2 (8) 


42G (86), 21M1, M2 (more than 100) 
42G, 21M1, M2 (more than 100) 


42G, 21M1, M2 (more than 100) 
42G (6), A 22—M2 (2) 


**43G (1), 21M1 (8), M2 (2) 


42G (19), 21M1 (46), M2 (16) 


_ **43G (1), 42G (16), M1 (54), M2 (43) 


42G (3), 21M1 (44), M2 (58) 
42G, 21M1, M2 (more than 100) 
42G, 21M1, M2 (more than 100) 
42G (8), 21M1 (7), M2 (11) 
42G (5), 21M1 (20), M2 (2) 


42G (32), 21M1 (109), M2 (27) 
44G (12), 22M1 (28), M2 (6) 
44 (2) 


*: 42, 43, 44: Diploid chromosome number, 2n. 21, 22: Haploid chromosome number, n. G: Spermatogonial 
metaphase. M1: First division. M2: Second division. 
**: 2n, 43, 44 found from specimens other than those from Q. serrata. A: Coexistence of n, 21 and n, 22 at 


stage M2. 
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材料 と 方 法 


ウラ ミス ジ シ ジミ の 柴 色 体調 査 に は 青森 県 各地 (Table 1), 山梨 県 長坂 町 日 野 春 , 大 和 村 , Ibe 
山 , 余市 町 (Table 2) で 採集 し た 越冬 卵 を 室内 で 飼育 し 得 ら れ た 遇 及び 成虫 , 並び に 青森 県 各地 で 採 
集 し た 雄 成 虫 を 材料 と し た . アベ ウラ ミス ジ シ ジミ は , ミャンマー, カチ ン 州 の 東部 , パン ワ で 採集 し 
た 雄 成虫 (Table 3) を 材料 と し た . 使用 し た 材料 に つい て は , 採集 地 , 確認 また は 推定 され る 食餌 植物 , 
個体 数 及び 瑞 , 成虫 の 別 を Tables 1-3 に 示 し た . 


これ ら の 材料 か ら 精 巣 又 は 雌 の 脳神経 侵 を 摘出 し , 室温 下 の 水 道 水中 で 20 分 低 張 し た 後 , カル ノア 
液 ( メ タ ノ ー ル 3: 酢酸 1) で 30 分 固定 (途中 カル ノア 液 を 一 度 取 替え ). これ を スラ イド グラ ス 上 に 移 


L, 50-60% 酢 酸 を 1 滴 滴 下 し て , ビ ピンセット で 材料 を つ 人 ぶす よう に し て 破砕 し て 細胞 浮遊 液 滴 を つく 
V, さら に カル ノア 液 を 2-3 滴 加え て スラ イド グラ ス に 拡げ , 空気 中 で 乾燥 (クロ ー ジ ア 法 ) 後 , 6% ギ 
ム ザ 液 で 20 分 染色 した. 


観察 は 以下 の ステ ー ジ に つい て , 茶色 体 数 , 染色 体 の 形 , 大 き さ に 注目 し て 行っ た . 


(1) 精 原 細 胞 の 分 裂 中 期 (以降 G と 略す ) に お ける 2z の 楽 色 体 
(2) 減数 第 1 分 裂 中 期 (M1 と 略す ), 及び 第 2 分 裂 中 期 (M2 と 略す ) に お ける nr ヵ の 染色 体 
(3) 脳神経 節 の 細胞 の 分 裂 中 期 ,2 ヵ の 染色 体 


この 方 法 で は M2 は 側面 観 に な る こと が 多く , 染色 体 の 重なり が あり , 染色 体 数 は 焦点 深度 を 変え る 
こと で 確認 で きる が 写真 で 示す こと は 難し い . また , これ まで 虐 の 染色 体調 査 の 多く は パラ フィ ン 切 
片 法 や 押し つぶ し 法 で 行わ れ て きた の で 精 原 細胞 に お ける 2 ヵ z の 上 業 色 体 は か た まり 状 で 観察 は 不可 
能 に 近かっ た が , ク ロー ジ ア 法 で は 2z の 鮮明 な 上 染色体 像 が 得 ら れ た . さらに, }】 例 だ け で ある が 
Sumner (1972) に よる BSG, C-band 染色 を 施し , 分 裂 像 を 得 た . 


Table 2. The chromosome number of Wagimo signatus in Hokkaido and Yamanasi Pref. 





f No. of No. of chromosomes 

neat: sh ocadon Pood plant individuals (stage) (no. of cells observed)* 

1989 Mt Hakkenzan, Q. mongolica 47 (pupa) 42G (16), 21M1 (18), M2 (6) 
Hokkaido 
Yoichi-T., Hokkaido Q. mongolica 1 &% (pupa) 42G (8), 21M1 (22), M2 (16) 
Hinoharu, Yamanashi Q. serrata 5 & (adult) 42G (4), 21M1 (49), M2 (1) 
Pref. 1 7 (adult) 43G (1), 42G (6), 21M1 (18), M2 (3) 
Yamato-V., Yamanashi Q. serrata 4 J (pupa) 42G, 21M1, M2 (more than 100) 
Pref. 

Total 15 f 


*: 42, 43: Diploid chromosome number, 2n. 21: Haploid chromosome number, n. G: Spermatogonial 
metaphase. M1: First division. M2: Second division. 


Table 3. The chromosome number of Wagimo abei in Myanmar. 





i No. of No. of chromosomes 
Year Location Food plant individuals (stage) (no. of cells observed)* 
2002 Panwa, Kachin-State Q. griffithii 1 4 (adult) 42G (4), 21M1 (10), M2 (21) 
1 (adult) 42G (11), 21M1 (53), M2 (1) 
1 3 (adult) 42G (12), 21M1 (30), M2 (2) 
Total 39 


*: 42: Diploid chromosome number, 2n. 21: Haploid chromosome number, n. G: Spermatogonial metaphase. 
M1: First division. M2: Second division. 
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ウラ ミス ジ シ ジミ 属 2 種 の 楽 色 体 は 他 の 鱗 超 類 の 染色 体 と 同じ で , 点 状 , 又は 椿 円 状 で ある が ,G に 
お ける 2z の 上 色 体 の 中 に は 大 型 で 短 棒状 又は 短い ひも 状 の 上 色 体 が 含ま れる . 


ウラ ミス ジ シ ジミ の G で は 染色 体 数 2n, 42, 43, 44 が 観察 され , 2n, 42 (Fig. la) で は 長大 な 4 本 (矢印 ) 
が 区 別 で き , 他 に 短 棒状 , 棒 円 状 で 互い に 大 き さ の 違い が 連続 的 で 上 記 4 本 と は 明らか に 小さ < く 区別 
で きる 38 個 の 染色 体 か ら な る . 大 型 で 区 別 で きる 染色 体 を マー カー と 呼 人 尽 こ と に する . 


2n, 42 の 個体 に お ける M1 は 相同 菜 色 体 の 対 合 に よる 亜 鈴 型 の 染色 体 か ら な り , 2 個 の マー カー (R 
印 ) を 含む ヵ 21 で ある (Fig. 1b). 2 個 の マー カー (矢印 ) は 第 一 分 裂 前 期 (Fig. 1c) で 特徴 の ある キア ズ 
マ を 形成 し , 互い に 区 別 で きる . M2 Fig. 1d) で も マー カー2 個 (矢印) が 区 別 で き , ヵ 21 で ある . 2 ヵ , 44 
(Fig. 4a) で は マー カー は 2 本 (矢印 ) で ある . 次 に 大 きい 1 対 が あ る よう に 見 られ る 核 板 が 多い が 特定 
で き な か っ た .M1 (Fig. 4b), M2 (Fig. 4c) は 大 型 の マー カー は 1 個 ( 矢 印 ) で あり ヵ , 22 CHS. 


北海 道 の G (Fig. 2), 山梨 産 の G (Fig. 3) を 示す が , FIED ETA 2 ヵ , 42 の も の , し た が っ て ヵ 、21 の Ml, 
M2 だ けが 観察 され た . 例外 的 に 2 ヵ , 43 が 山梨 県 産 の 1 細胞 で 観 窪 され て いる (Table 2). 


2n, 43 は マー カー3 個 (矢印 ) を 含み (Fig. 5a), M1 (Figs 5b, Sc) で は マー カー2 個 を 含む が , その うち 1 
個 が 特異 の キア ズ マ を つく り , 分 烈 前 期 d1, d2, d3 を 経て 中 期 (Fig. 50) に お ける d4 に 至る . 2 ヵ , 43 の 
M1 で は , 時 に は 対 合 す る 一 方 に 断 点 (Fig. Sb: d3) が 観察 で き , d が 3 価 で ある 可能 性 を 示す . M2 で は 
n, 21, 22 の 2 型 が 見 られ る (Table 1, AED) が , 第 1 分裂 後期 で ヵ 21, 22 が 並ん で 存在 する 分 裂 像 は 得 
られ な か っ た の で , 写真 で は 示す こと が で き な か っ た . 


雌 の 脳神経 人 節 に よる 2 ヵ の 近 色 体 は 2 個体 で 観察 され た . 岩木 山 百 沢 産 の 1\ で 2z, 44 (Fig. 6a), 三沢 市 
産 の 1 そ で 2 ヵ , 44 (Fig. 6b) で それ ぞ れ 3 細胞 , 2 細胞 だ け の 観察 例 で ある が , 大 型 の マー カー が 2 個 区 
別 で き , 次 に 大 きい 短い 棒状 の 1 本 は (矢印 ) 不 対 で ある . 観察 細胞 数 が 少な い の で 写真 紹介 に 止め た 
Va. 


三沢 市 産 の ウラ ミス ジ シ ジミ は , コナ ラ に 産卵 され た 越冬 卵 の 飼育 に よる も の で ある が , 一 番 最近 に 
観察 され , 2n, 44, n, 22 と 2n, 42, n, 21 が それ ぞ れ 観察 で き , 特に 2n, 44, n, 22 の 観察 は 著者 等 に と っ て 
20 数 年 ぶり の 再発 見 と な っ た の で , 二 つ の 遷 型 の 存在 の 再 確認 を 示す た め に 2n, 44 (Fig. 9a), n, 21, 
M1 (Fig. 9b) と し て 付け 加え た . 


ウラ ミス ジ シ ジミ で は , 1 プ に つい て C- バ ンド 柴 色 も 行っ た . 24 で は クリ ア な 核 型 が 得 ら れ な か っ た 
(Fig. 7a) が , 大 型 の 染色 体 が 濃 染 きれ た . M1 (Fig. 7b), M2 (Fig. 7c) で は いずれ も ヵ 21 で ある が マー 
カー の 2 個 が 濃 染 きれ て いる こと が わか る . これ は マー カー に C- へ ヘテロ クロ マチ ン が 存在 する こと 
を 示す 結果 で ある .C- バ ンド 上 染色 で は , 通常 , 染色 体 の 特定 の 部 分 に バン ド 状 に 濃 染 きれ る か , 特定 の 
部 分 が 塊状 に - ブ ロッ ク と 呼ば れる 濃 染 部 分 と な る が , ウラ ミス ジ シ ジミ の 場合 は 特定 の マー カー2 
個 が 全体 的 に 濃 染 され た . 


アベ ウラ ミス ジ シ ジミ に つい て は G に お ける 2nz の 染色 体 は マー カー4 本 (矢印 ) を 含む Qn, 42 (Fig. 
8a), M1, M2 で は それ ぞ れ マー カー 2 個 (矢印 ) を 含み ヵ 21 (M1, Fig. 8b; M2, Fig. 8c) CHA. KEO 
マー カー の 大 き さ は ウラ ミス ジ シ ジミ より 小さ く , 特に G で は 短 棒状 又は 短い ひも 状 に な る こと は 
な い . し た が っ て この 2 対 の 対 合 に よる M1, M2 の マー カー2 個 も ウラ ミス ジ シ ジミ より も 目立た な 
va, 


ウラ ミス ジ シ ジミ の 1986 年 か ら の クロ ー ジ ア 法 に よる 結果 に つい て , 染色体 数 と その 観 窒 細 胞 数 
(か っ この 中 ) を Tables 1, 2 に 示 し た . この 結果 を まとめ る と , 


(1) 北海 道産 は 9 個体 を 調査 し , 全て 2z, 42, ヵ , 21 CHS. 

(2) 山梨 県 産 も 10 個体 を 調査 し, 1 精 原 細 胞 で 2 ヵ , 43 が 観察 され た が 他 は 2n, 42, n, 21 CHA. 

(3) 青森 県 津軽 地方 の コナ ラ 林 (Quercus serrata) で は 1989 年 まで ウラ ミス ジ シ ジミ が 採集 され , その 
後 は 採集 きれ て いな い . 意識 し て 毎年 採集 を 試み た が 2003 年 礎 に も 卵 は 発見 で き な か っ た . 津軽 
地方 の コナ ラ 林 の ウラ ミス ジ シ ジミ の 上 拉 色 体 は 調査 し た も の の 内 お よそ 半数 近く が 2z, 44, n, 22 
又は 2n, 43, n, 21 (M1), ヵ 21, 22 (M2) CHA. 

(4) カシ ワ 林 (Quercus dentata) の も の は , 1988 年 高山 稲荷 産 の 1 み で 2 ヵ , 44, n, 22 が 観察 され , Br IR 
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Figs 1-4. Chromosomes of Wagimo signatus. 1a. Spermatogonial metaphase, Aomori Pref, 2n, 42. 
1b. Ditto, 1st meiotic meta-phase, n, 21. 1c. Ditto, 1st meiotic pro-phase, n, 21. 1d. Ditto, 
2nd meiotic meta-ana-phase, n, 21. Arrows show large markers. 2. Spermatogonial 
metaphase, Hokkaido, 2n, 42. 3. Spermatogonial metaphase, Yamanasi Pref., 2n, 42. 4a. 
Spermatogonial metaphase, 2n, 44. 4b. Ist meiotic pro-phase, n, 22. 4c. 2nd meiotic ana- 
phase two nuclei, n, 22. Enlargement: 3.75 cm=10 wm. 
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Figs 5-7. Chromosomes of Wagimo signatus. 5a. Spermatogonial metaphase, 2n, 43. 5b. 1st meiotic 
pro-phase, n, 21. 5c. 1st meiotic meta-phase, n, 21. Diplotene (d1), diakinensis (d2, d3), 
metaphase (d4), tri-valent of markers (d3). 6. Somatic chromosomes in female, 2n, 44. 7a. 
C-band, spermatogonium. 7b. Ditto, lst metaphase. 7c. Ditto, 2nd metaphase. Arrows 
show large markers and short-bar. Enlargement: 3.75 cm=10 um. 
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Figs 8-9. Chromosomes of Wagimo spp. 8a. Spermatogonial metaphase of W. abei. 8b. Ditto, 1st 
meiotic meta-phase, n, 21. 8c. Ditto, side view. 9a. Spermatogonial metaphase of W. 
signatus, Misawa-shi, 2n, 44. 9b. Ditto, 1st meiotic meta-phase, Misawa-shi, n, 21. 
Enlargement: 3.75 cm=10 /m. 


の 1991 年 産 に 2n, 43, 1 細胞 , n, 22 (M2), 2 細胞, 1997 年 産 で 2 ヵ , 43, 1 細胞 が 観察 され た (Table 1 ** 
印 ). こ の 3 例 を 除く 53 の が 2z, 42, ヵ , 21 CHA. 

(5) 同じ く ミ ズ ナ ラ 林 (Quercus mongolica) の も の は 1990 年 $ J, 1998 年 6 3, 2000 年 3 ?, 2002 年 1 の 
が 調べ られ , 全て 2n, 42, ヵ , 21 CHA. 

(6) 三沢 市 で は 2003 年 の 調査 で コナ ラ に 産卵 され た ウラ ミス ジン ジミ 4 で 2 ヵ , 42, n, 21 で ある が , 1 
ず 1 そ が 2z, 44, n, 22 で ある こと が 確認 され た . 三沢 市 の コナ ラ 林 に は 2z, 42, n, 21 の 核 型 を 示す も 
の を 含む 個体 群 が . ウ ラナ ミア カシ ジミ Japonica saepestriata, ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ Antigius 
attilia 等 と 共 棲 し て 残っ て いた こと に な る . 


考 g 


ウラ ミス ジ シ ジミ の 核 型 は 2n, 42 が 基本 形 と 老 え られ , 4 本 の マー カー は それ ぞ れ 2 対 で 少し だ け 長 
さ が 異 な る . この 4 本 の マー カー が 減数 第 1 分 裂 で は 相同 対 合 する の で , n, 21 で 2 個 の マー カー が 生 
じ る . MI に お ける この 2 個 の マー カー に は 大 き さ に 差 が あり , 2 ヵ , 42 の 4 本 の マー カー に 大 き さ の 差 
が ある こと と 対応 し て いる . 


染色 体 数 に つい て 見 る と , VV i Fa VEO RPE (modal no.) jin, 24 で あり , また 今 ま で 報 
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告 き され て いる 緑色 系 ミド リ シ ジ ミ 類 も 全て ヵ 24 で ある (Maeki 1953a, b; Maeki and Makino, 1953; 
Maeki and Remington, 1961; 斉藤 ・ 室 谷 , 1967; Saitoh et al., 1974, 1975). し か し , ウ ラミ スジ シジミ に 近 
似 の 種 で ある ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ で は ヵ , 23. ウ スイ ロ オ ナガ シジミ 4. butleri Clin, 18 (Saitoh et 
al., 1975) Cd 0, 染色 体 数 は ヵ 24 よ り も 少な い が , ヵ 24 か ら の 進化 と 考え る べき で ある . ウ ラミ スジ 
シジミ と アベ ウラ ミス ジ シ ジミ に お ける 2h, 42, n, 21 も 2n, 48, n, 24 か ら の 核 型 進化 と 考え られ る べべ 
き で あろ う . 


鱗 次 類 に お ける 大 型 染色 体 の 存在 は 多く の 場合 染色 体 の 減少 を 伴っ て いる . そし て その 最大 の 原因 
と され る の は 柴 色 体 融合 で ある . 2 個 の 上 楽 色 体 の 融合 に より 大 型 の 染色 体 (BAKED DUBE, 
染色 体 数 が 1 減じ る . ウ ラミ スジ シジミ 及び アベ ウラ ミス ジ シ ジミ に は 2z, 42 に 4 本 の , n, 21 に は 2 
個 の マー カー が あり , これ ら が それ ぞ れ 2 個 の 染色 体 の 融合 に よっ て 生じ た と すれ ば 2>z, 42 は 2n, 46, 
n, 21 は ヵ 23 から の 核 型 進化 と いう こと に な り , ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ の ヵ , B と 共通 する 楽 色 体 数 
Th D.n, 24 より 何ら か の 原因 で ヵ 23 と な り , 更に 染色 体 融 合 に より n ヵ , 21 に 核 型 進化 を し た と 考え 
る こと も で きる が , いずれ も 直接 的 な 根拠 は 持た な い . 


次 に , 青森 県 の コナ ラ 林 に 多発 生 し た ウラ ミス ジ シ ジミ の 中 に 2 ヵ z, 44, n, 22 の 核 型 を 持つ も の が ある 
こと が 判っ た . この 核 型 に は 2z に 2 本 , ヵ に 1 本 の 大 型 の マー カー が 含ま れ て いる . 今 の 所 2z, 44 は ウ 
ラミ スジ シジミ の 分 布 域 か ら 考 える と ご く 狭 い 地 域 に 見 られ る 個体 群 の 中 に 見 られ る 現象 で あり , 
2n, 42, n, 21 か ら の 変異 と 考え る べき で ある . 2n, 43 は 両者 の 交雑 個体 で あろ う . 何ら か の 原因 で 2 ヵ , 
42 の 大 型 マ ー カ ー の うち の 1 対 が 切 断 さ れ 2 本 増え て 2z, 44 が 生じ た も の と 思わ れる . し た が っ て 
2 ヵ , 42 の マー カー の どちら か 1 対 2 本 と ,2z, 44 の マー カー 以外 の 2 対 4 個 が 同相 で あり , 2 ヵ , 43 の 個体 
で は 減数 第 1 分 像 で ヵ 4 21 の 1 本 と 切断 で 生じ た ヵ , 22 の 中 の 2 個 が 対 合 し て 3 価 と な る の で は な いか 
と 思わ れる . 


ウラ ミス ジ シ ジミ と アベ ウラ ミス ジ シ ジミ の 核 型 を 比較 する と 染色 体 数 も 同じ ., マー カー の 数 も 同 
じ で よく 似 て いる . この こと か ら も 両 種 は 近似 種 で ある こと が わか る . 同時 に マー カー の 大 き さ が ウ 
ラミ スジ シジミ の ほう が 大 きい こと も 指摘 で きる . 


ウラ ミス ジ シ ジミ に つい て は C- バ ンド 柴 色 も 行わ ん れん た. マー カー と な る 大 型 染色 体 が 濃 染 され て い 
る . 少な く と も この 2z で 4 本 , ヵ で 2 個 の マー カー に は C- へ ヘテロ クロ マチ ン が 存在 し て いる と 考え る 
べき で ある .C- へ ヘテロ クロ マチ ン は 一 般 に 高 頻度 反復 DNA を 多量 に 含む と 考え られ て いる . ウ ラミ 
スジ シジミ は DNA を 重複 し 増やし た 分 大 型 化し た の で は な いか と 考え られ る . 


アベ ウラ ミス ジ シ ジミ は C- バ ンド 染色 を 行っ て いな い の で 両者 の 比較 は で き な い が , アベ ウラ ミス 
ジ シ ジミ より C- へ ヘテロ クロ マチ ン が 増え た の で ウラ ミス ジ シ ジミ の マー カー が 大 弄 化 し た と 考え る 
こと は 可能 で ある . 以上 の 2 種 に つい て ヵ 247D n, 21 まで 進化 し , ウラ ミス ジ シ ジミ の 一 部 は 更に 
n, 22 に 変化 し た , と する 仮説 を 述べ た が , ウ ラミ スジ シジミ 属 の まだ 楽 色 体 が 調べ られ て いな い 4 種 
に は これ を 考え る 上 で の 重要 な 手掛かり が ある に 違い な い . 残る 4 種 の 染色 体調 査 が 望ま れる と こ 
ろ で ある . 


ウラ ミス ジ シ ジミ の 中 で 青森 県 の 津軽 地方 及び 三沢 市 産 の も の に は , 2 ヵ , 42, n, 21 の ほか に 2 ヵ , 44, n, 
22 の 個体 が 含ま れ , 両者 の 間 で 交雑 が 行わ れ て いる で あろ う 事 が 推測 さき れる. この よう な 核 型 の 2 型 
は 外観 で の 区 別 が で き な い た め , その 産地 の 調査 は ほとん ど 行 われ て いな い の で 分 布 状 況 も よく わ 
か ら な い . し か し か つて の 津軽 地方 , 現在 の 三沢 市 の コナ ラ 林 に お ける 本 種 は 非常 に 個体 数 が 多く , 
ウラ ナミ アカ シジミ , ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ と 混 棲 し て 多発 生 し て いる の が 特徴 的 で ある . ミズ ナラ 
BK, AY DAR CIS, 本 種 は それ 程 個 体 密度 が 高い 種 で は な い . 


ウラ ミス ジ シ ジミ は 他 の ゼ フ ィ ル ス に 比 し て 活動 的 で は な い の で , 日 中 採集 の 時 に は 多い か 少な い 
か が 判り に くい が, 採卵 し て 見 る と 卵 の 客 度 で よく わか る . し か し , 本 調査 の 結果 で わか る よう に , 津 
軽 地 方 の コナ ラ 林 で は も うこ の 3 種 全 て が 見 られ な く な っ た . 津 軽 地 方 の コナ ラ 林 が 分 布 す る 低 山 
地 や 丘陵 地帯 が リン ゴ 園 と し て 開発 され , 1980 年 代 よ り 大 型 ス プレ ヤー が 普及 し , 農薬 飛散 が 園 外 に 
も 及ぶ よう に な っ た こと も 原因 の 一 つ で あろ う が , リン ゴ 園 の な い コ ナラ 林 か ら る も 姿 を 消し た こと 
か ら 他 の 原因 も ある に 違い な い . 少な く て も 津軽 地方 で 近年 コナ ラ 林 か ら ゼ フィ ルス が 姿 を 消し た 
原因 は 何で あろ うか . そし て 津軽 地方 で は 姿 を 消し た 本 種 が , 最近 減り 始め て いる と は いえ 三沢 市 に 
生存 し て いる こと が 判っ た . 2 ヵ , 44, n, 22 の 核 型 を 持つ 個体 群 の 分 布 と その 消長 を 明らか に し た いも 
DTA. 
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摘 要 


ウラ ミス ジ シ ジミ の 核 型 に は , 2n, 42, n, 21 と 2n, 44, n, 22 の 2 型 が あり , 2n, 43, n, 21 (M1), n, 21, n, 22 
(M2) は 両者 の 交雑 に よる も の で あろ う . 2 ヵ , 44, n, 22 を 含む 個体 群 は , ウラ ナミ アカ シジミ , ミズ イロ 
オナ ガ シ ジ ミ 等 と 混 棲 し , 個体 密度 が 高く , 青森 県 津軽 地方 と 三沢 市 に 見 られ , 津軽 地方 で は 1980 年 
代 に 絶 減 し た と 考え られ る が 三沢 地方 で は 生存 し て いる . 


2n, 42, n, 21 の 核 型 は 大 型 マ ー カ ー と な る 染色 体 を を そ を れ ぞ れ 2 対 4 本 又は 2 個 を 含み , 2 ヵ , 44, n, 22 の 
方 は 2 本 と 1 個 で ある . 


2n, 44 の 核 型 は 2z ヵ , 42 の 4 本 の マー カー の うち 1 対 が 2 本 ずつ に 切断 され て 生じ た も の で は な か ろう 
か . 


また , アベ ウラ ミス ジ シ ジミ は 2 ヵ , 42, n, 21 で ある が 同様 に 4 本 と 2 個 の マー カー を ふく も む . し か し こ 
れ ら の マー カー は ウラ ミス ジ シ ジミ より 少し 小さ い . 


ウラ ミス ジ シ ジミ の マー カー に は C- へ ヘテロ クロ マチ ン が 含ま れ 高 疾 度 反復 DNA の 増加 が 考え られ . 
その 分 大 型 に な っ た と 考え られ る . 
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Summary 


Wagimo signatus (Butler, 1881), a Japanese lycaenid butterfly, has the diploid chromosome numbers of 2n, 
42, 43, 44 and haploid chromosome numbers of n, 21, 22. The diploid chromosome (2n, 42) carries four 
large markers and the chromosome (2n, 44) carries two markers. The haploid n, 21 karyotype contains two 
large markers and the n, 22 karyotype contains one marker. Wagimo abei Koiwaya, 2002, a Myanmar 
lycaenid butterfly, has the diploid chromosome number of 2n, 42 and haploid number of n, 21. The 2n, 42 
karyotype contains four large markers and the n, 21 karyotype contains two large markers. The size of 
markers of Wagimo signatus is larger than those of W. abei. 
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